













































  クラウン （C） 三省堂（第６版）  5,725 語
  ディコ （D） 白水社（第３版）  3,904 語
  ジュネス （J） 大修館（第１版）  4,335 語
  プチ・ロワイヤル （P） 旺文社（第３版） 4,038 語
  プチ・ロワイヤル （Pvi） 旺文社（第４版） 4,320 語 3）
  プログレッシブ （S） 小学館（第１版） 3,516 語
  総異なり語数    6,771 語
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  すべての辞書に共通の語  2,764 語
  ２～４つの辞書に共通の語  1,796 語
     ４つの辞書にのみ共通の語  729 語
     ３つの辞書にのみ共通の語  437 語
     ２つの辞書にのみ共通の語  630 語






 ……，基本語約 5,000 語を各種の頻度調査や基本語表，基本語辞典などを参照して選び，もっと
も重要な約 400 語は活字を大きくしてアステリスクを 2 つをつけ，次に重要な約 800 語は並の


























1 ＊＊色刷り大ポイント 421 546
2 ＊＊色刷り小ポイント 579 938
3 ＊色刷り小ポイント 4889 2837
4 ＊無し色刷り小ポイント 3882 8077
合計 9771 12398
 クラウンの説明では最も重要な語は 400 語，次に重要な語は 800 語のはずだが，重要度
1 はだいたい合っているとしても，二番目に重要な語は 800 語あるはずが 580 語しかな
い5）。また基本語を約 5,000 語選んだはずだが，説明通り，アステリスクの付いた語だけ
を数えると，およそ 6,000 語になって，説明より 1,000 語も多いことになる。
 クラウンほど数字が違うわけではないが，プチ・ロワイヤルも第 2 ランクは 1,100 語の












  Larousse des Débutants （L）   6,097 語
  Robert Benjamin （B）   5,190 語
  Hachette Benjamin （H）   6,121 語



























































 ２） 500 前後選んでも，1 万程度選んでも円は重ならなかった。それぞれの辞書の言い
分が拮抗した形になっている。一方が選んだ語なのに，他方の辞書がなぜ選ばな
かったのかという合理的な理由を見つけにくい場合が多い。
 そもそも，なぜ 3,000 や 5,000 語なのか。これらの数の正当性を主張する人の中にはカ
バー率を盾に取ることが多い。すなわち，3,000 語や 5,000 語あれば，たいていの言語表




 Il était une fois un XXXXX dans un petit village.
 物語の冒頭などでよく使われるフランス人なら子どもでもおなじみの表現だが，「昔々
ある小さな村に XXXXX がいました」で８～９割理解できたことになるのだろうか？ 
XXXXX には garçon （少年） が入るかもしれないし，homme （男） が入るかもしれない
し，sorcier （魔法使い） が入るかもしれない。garçon と homme はすべての辞書で第１
ランクの単語だが，フランス人の小学生なら誰でも知っている sorcier という語はプチ・
ロワイヤルで辛うじて，第４ランク，すなわち 12,400 語レベル6） に位置づけられている
にすぎない。あるいは日本人にはあまりなじみがないが，フランスの子供向け絵本など
を読んでいると実によくアナグマ blaireau が出てくる。Il était une fois un blaireau 
dans un petit village. などフランス人の子どもにとって何の雑作もない文だが，
blaireau がわからないばかりにこの文の中心的な情報である，いったい小さな村に何




















 たとえば辞書の中で， un, deux, trois が集録されているのに， quatre が集録されていな










C D J P S
1 un / une ○ ○ ○ ○ ○
1番目の premier ○ ○ ○ ○ ○
1番目に premièrement ○ × × ○ ○
２ deux ○ ○ ○ ○ ○
2番目の deuxième ○ ○ ○ ○ ○
2番目の second ○ ○ ○ ○ ○
2番目に deuxièmement × × × ○ ×？
３ trois ○ ○ ○ ○ ○
3番目の troisième ○ ○ ○ ○ ○
３番目に troisièmement × × × ○ ○
４ quatre ○ ○ ○ ○ ○
４番目の quatrième ○ ○ ○ ○ ○
４番目に quatrièmement × × × ○ ×
５ cinq ○ ○ ○ ○ ○
５番目の cinquième ○ ○ ○ ○ ×？
５番目に cinquièmement × × × ○ ×
６ six ○ ○ ○ ○ ○
６番目の sixième ○ ○ ？ ○ ○
７ sept ○ ○ ○ ○ ○
７番目の septième ○ ○ ○ ○ ○
８ huit ○ ○ ○ ○ ○
８番目の huitième ○ ○ ○ ○ ○
約８ huitaine ○ × × × ×
９ neuf ○ ○ ○ ○ ○
９番目の neuvième ○ ○ × ○ ○
10 dix ○ ○ ○ ○ ○
10番目の dixième ○ ○ × ○ ○
約10 dizaine ○ ○ ○ ○ ○
11 onze ○ ○ ○ ○ ○
11番目の onzième ○ ○ × ○ ○
12 douze ○ ○ ○ ○ ○
12番目の douzième ○ ○ × ○ ×？
約12 douzaine ○ ○ × ○ ○
13 treize ○ ○ ○ ○ ○
13番目の treizième ○ ○ × ×？ ○
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C D J P S
14 quatorze ○ ○ ○ ○ ○
14番目の quatorzième ○ ○ × ○ ○
15 quinze ○ ○ ○ ○ ○
15番目の quinzième ○ ○ × ○ ○
約15 quinzaine ○ ○ × ○ ○
16 seize ○ ○ ○ ○ ○
16番目の seizième ○ ○ ○？ ○ ○
17 dix-sept ○ ○ × ○ ○
17番目の dix-septième ○ ○ × ○ ×
18 dix-huit ○ ○ × ○ ○
18番目の dix-huitième ○ ○ × ○ ×
19 dix-neuf ○ ○ × ○ ○
19番目の dix-neuvième ○ ○ × ○ ×
20 vingt ○ ○ ○？ ○ ○
20番目の vingtième ○ ○ × ○ ○
約20 vingtaine ×？ × × ○ ×
30 trente ○ ○ × ○ ○
30番目の trentième × × × ○ ×
約30 trentaine ○ × × ○ ×
40 quarante ○ ○ × ○ ○
40番目の quarantième × × × ○ ×
約40 quarantaine ○ × × ×？ ×
50 cinquante ○ ○ × ○ ○
50番目の cinquantième × ○？ × ○ ×
約50 cinquantaine ○ × × ○ ○？
60 soixante ○ ○ ○？ ○ ○
60番目の soixantième × × × ○ ○？
約60 soixantaine ○ × × × ×
70 soixante-dix ○ ○ ○？ ○ ○
70番目の soixante-dixième × × × ○ ○？
80 quatre-vingts ○ ○ ○？ ○ ○
80番目の quatre-vingtième × × × ○ ×
90 quatre-vingt-dix ○ ×？ × ○ ○
90番目の quatre-vingt-dixième × × × ○ ×
100 cent ○ ○ ○ ○ ○
100番目の centième × × × ○ ×










うか。あるいは，ディコでは 30 番目，40 番目，60 番目を表すフランス語には＊が付いて
いない。１～ 10 番目くらいまではよく使うだろうが，40 番目や 60 番目になるとそれほ
ど使うわけではないと考えれば，＊が付いていないことは理解できる。しかし，なぜ 50
番 目 を 表 す cinquantième に だ け ＊ が 付 い て い る の だ ろ う か。 確 か に 50 周 年 









































はクラウン，P はプチ・ロワイヤル（第 3 版）を表している。
両者一致 C のみ P のみ
名詞  122 159 212
動詞   91 100 122
形容詞  60  65  61
機能語  55  58  83
副詞   36  39  52












































してほとんどすべてを重要語扱いする必要があるのだろうか。re- や dé- などは，繰り返し
や否定を表すといった接頭辞としての役割を覚えていれば便利なことも多いだろうが，た
とえば以下のような接頭辞がわざわざ重要度４にランキングされる必要があるだろうか。































 頻出はしないが，たとえばクラウン第 6 版で agrès の訳が（機械）体操用具と訳されて
いるが，器械体操が一般的ではなかろうか。実は第３版以降，クラウンではずっと（機械）
体操と訳されている。あるいはプチ・ロワイヤル第 4 版で deux-point の訳語にコロンとあ
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るのはよいが，「コロン （；）」という説明は間違いであろう10）。事実， point-virgule には「セ
ミコロン （；）」と書いてある。
 その他，訳語の間違いとは言えないが，ロワイヤル （プチ・ロワイヤルではない） で，
drague に「撈描」，roquet に「よく吠え犬」，treillis 2 で「鋲打ちたすき紋」とあるが，そ
れぞれ「撈錨」，「よく吠え （る） 犬」，「鋲打ち （し，あるいは，され） たすき紋」の誤りで
あろう。
 b：掲載順序の間違い
 こちらもさすがに頻出するわけではないが，クラウン第 6 版で élève が先，élevé が後に，
また piratage が先，piranha が後に記述されているが，それぞれ，élevé と piranha の方が
先ではないか。実は élève と élevé についてはディコとロワイヤル（プチ・ロワイヤルで
はない）も同じで，プチ・ロワイヤルだけが élevé, élève と正しい順序で記述している11）。
 c ：＊の打ち間違い
 ＊の数に多々疑問はあるが，明らかに＊があること自体が間違いではないかと思われる
ものもいくつかある。クラウンで weber （ウェーバー （磁束の SI 単位）） のような高度に専
門的と思われる語に＊が付くのはなぜか。プチ・ロワイヤルで Socrate （ソクラテス） に＊
が二つもついているのも，明らかに間違いだと思われる。その他，ディコでも＊の打ち間
違いか色刷りの間違いかのいずれかと思しき箇所がある。caoua, imprudent, nuire, 






























3,000 とか 5,000 といった数字はあたかも到達点であるかのごとく想像させる点が非常に














1,000 語程度の語彙を持ち合わせている幼稚園児同士は当然 1,000 語の範囲内で言語生活
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小学 1 年生  12,175 語
小学２年生  15,765 語
小学３年生  19,088 語
小学４年生  19,046 語
小学５年生  22,309 語
小学６年生  30,646 語
中学１年生  32,593 語
中学２年生  33,049 語
中学３年生  39,502 語










生で 6,000 語ほど，中学 3 年生で 20,000 語程度の理解語彙はあることになる。
 残念ながらフランス語圏でこのような公的な調査を見つけることが出来なかった。ただ
し，Cellier M. et al. （2008） によると，6 歳までに 10,000 語，教養ある成人で 20,000 ～
30,000 語程度を習得していると思われるという記述はある14）。ヨーロッパ言語共通参照枠
（Common European Framework of Reference for Languages，フランス語では Cadre 






半分と仮定してみよう。すると，日本の小学 1 年生に相当する学齢 （CP） のフランス人で













3,000 とか 5,000 で確かにかなり多くのビジネス書やビジネス雑誌が読めるかもしれない。
ビジネス会話にも大いに役立つだろう。しかし，そうしたビジネス誌を読んでいるネイ
ティブはビジネス誌に出てくる 3,000 や 5,000 語しか知らないわけではない。中学生の教
科書を読んで，100％とは言わないまでも，ほとんどは理解できる。そうしたバックボー













こどもにほんごじてん 900 7–9 ans
こどもこくごじてん 1,200 7–9 ans
くもんのことば絵じてん 1,500 2–6 ans
こどもことば絵じてん 2,904 （3–6 ans）
角川こどもえじてん 3,000 （4–8 ans）















Mon premier grand dictionnaire 500 4–7 ans
Mon premier dictionnaire 1,700 3–6 ans
Gallimard JEUNESSE 2,000 4–7 ans
Larousse des MATERNELLES 2,000 4–6 ans
Mon premier Larousse 2,000 4–7 ans
Le PETIT Fleurus 5,000 5–8 ans
Mon dictionnaire pour la Grande École 5,000 dès 7 ans
Hachette BENJAMIN 6,000 6–8 ans
Le Robert BENJAMIN 6,000 6–8 ans
Larousse DÉBUTANT 6,500 6–8 ans
Le Robert BENJAMIN 6,500 6–8 ans
Auzou – DÉBUTANT 2009 7,000 ?
Auzou – DÉBUTANT 2008 8,000 5–8 ans
Hachette JUNIOR 20,000 8–11 ans
Larousse JUNIOR 20,000 7–11 ans
Le Robert JUNIOR 20,000 8–11 ans
Larousse MAXI DÉBUTANT 20,000 7–10 ans
Fleurus JUNIOR 20,000 8–12 ans
Larousse super MAJOR 23,000 9–12 ans
Auzou - JUNIOR 30,000 7–11 ans
Hachette COLLÈGE 33,000 10–15 ans
Le Robert COLLÈGE 40,000 11–15 ans
Larousse du COLLÈGE 41,000 11–15 ans





Junior Dictionary 1,300 age 5+
Junior Illustrated Dictionary 3,000 ages 5–7
DK Dictionary 3,000 ages 5–7
The American Heritage First Dictionary 2,000 ages 5–8
MacMillan First Dictionary 5,000 ages 5–8
DK Children’s Illustrated Dictionary 5,000 age 7+
Collins Junior Dictionary 5,000 age 7+
Oxford Junior Illustrated Dictionary 10,000 age 7+
Oxford Junior Dictionary 10,000 age 7+
The Junior School Dictionary 25,000 age 8+
The American Heritage Children’s Dictionary 25,000 ages 8–11
Merriam-Webster’s Dictionary for Children 36,000 ages 8–11
Merriam-Webster’s Elementary Dictionary 36,000 ages 8–11






足していることになる。3,000 から 5,000 程度の語彙数では小学校入学以前と同じレベル
になってしまう。
 言うまでもないことだが，教育的な配慮から言えば，いきなり 2 万前後の語を順序もな
く学習者に対して提示することは何の効果もない。従前，3,000 や 5,000 といった数が選
ばれてきた最大の理由は，学習者の負担を考えてのことであろう。確かに外国語の単語を
数千も習得することは大変なことである。しかし，ある外国語を習得するとはまさしくそ
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  プチ・ロワイヤル（第3， 4版）：élevé → élève
  ディコ：élève → élevé






  Le Petit Robert 1994：élevé → élève
  Le Petit Robert 2011：élève → élevé
  Flammarion de la langue française： élevé → élève
  Dictionnaire AUZU：élève → élevé
  Le Robert et Clé international：élève → élevé





14 ）Cellierのこの記述のソースとなったBassanoの « La constitution du lexique : le développement 














18 ）厳密には，フランス語の辞書の場合，7,000 motsと書いてあったり，7,000 définitions, 7,000 
noms communsといった具合に表現が一定しないが，いずれも日本語で言うところの見出し語とみな
した。同じ事は英語にも言えて，wordsが使われていることもあれば，entriesが使われていることも
ある。
